




武道系学生などを中心に、 「興国救人」 「社会改良」 「青年指導」をスローガンに掲げた社会教化啓蒙団体である「青年大民団」が結成された。この青年大民団こそが国士舘の母体と言われている。その理由は、国士舘が、一九一七年一一月四日、青年大民団本部事務所（東京市麻布区笄町一八二番地）内で夜学の私塾として創設されたためである。
その後、一九一六年五月二五日、 「青年大民団」は、



















































と編集主任を務め、一日数度の発売禁止も経験 。一九二〇年三月には、萬朝報で若手を起用するよう人事の刷新を建策したもの 容れられなかったことから退社し、イギリス外遊の道 選んだ。同年七月七日、郵船阿波丸にて横浜を出帆。上海、香港、シンガポール、スエズを経由 、九月四日にロンドンに到着する。翌一九二一年五月には カ月 わたり イタリア スイス、オーストリア ドイツ、フラ ス等を巡り、 八月にはスコットランドへも赴いている。そして、同年一〇 、ロンドンからアメリカ経由にて帰国の途 つく。この外遊中には、福岡日日新聞に旅行記約一〇〇
回、政治経済評論約一二〇回の連載をした。
帰国後、一九二二年一月、中央新聞社（政友会機関紙
『中央新聞』を発行）に入社して編集局長に就任した。また、外遊中の成果として、同年二月『欧米三十五都』 、同年三月『英国政界の煩悶』 （ともに下出書店）を出版し、 『中央新聞』夕刊には三月三〇日より五 一二日まで三五回にわ り「新 友会論」を執筆した。七月になると編集局長兼編集長に就任し、一二 には『新政友会論』 （中央新聞代理部）を出版している。同書は、政友会の理論的指針として政友会総裁ならびに党員に献ぜられた。
一九二四年六月には中央新聞社を退社し、翌月、萬朝


















































造、緒方竹虎、柴田德次郎君と 餐 共にしながら、 「大民」の編集方針について語り、三時前中座
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して、電通ビル八階で、新聞内報子十余名を相手に、 「大民」の刷新計画を披露し、 ［後略］ （一九三九年一月二一日）
注目すべきは、ここに登場する野田俊作、徳富蘇峰、






ば、アメリカ国務省の在外機関の政治顧問部（ＰＯＬＡＤ）は 一九四五（昭和二〇）年一〇月一一日の報告書で、 「鳩山の党は自由党というよりも保守党と命名した方がはるかによかろう。彼は新しいまたは革命的な見地を全く代表していない」と述べている。この評価は、戦時体制の時から変わら 自由党系の保守的性格を言い得ているといわれている（雨宮昭一『占領と改革』岩波書店、二〇〇八年） 。戦前の保守勢力は、戦後に受け継がれたということができる。
しかし、戦後、保守系の政治家たちは、それまでの思
想的背景をもって活動を行うことは困難と った。また、持ち続けていたとしても、違った形をもって臨まねばならなかった。その一方、社会党系の躍進や欧米の由主義、個人主義の流れもあり 戦前より 日本的政治思想を重んじてきた保守系政治家や財界人の多くは、ある種の不安、すなわち、日本古来の伝統や道徳ま もが失われてしまうのでは ろうか、といった想いを抱えていたであろうことは想像に難くない。
こうした時期に国士舘では、戦前より変わらず「国の
役に立つ人間を育 る」ことを打ち出していた。保守系の政治家や財界人のなかには柴田と親交を持つ者も多く、先に述べた国士舘維持員会のメンバーなどから国士
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舘は期待され、支援を得ていたと言えるのではないだろうか。
坂口は終戦後、蔵書を鳩山一郎に譲って郷里に帰り、
一九四七（昭和二二）年に『人間労働史』 、翌年には『二十世紀に於ける帝国主義の足跡』 （ともに叡智社）を著した後、一九四九年一月、六九歳で亡くなった。終戦後間もなく坂口は没したが、坂口が主筆を務めた日刊紙『大民』を支援する人脈は、戦後における国士舘の再建支援の人脈へと受け継がれたのである。
